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会  社 ： タキロンシーアイ株式会社 

住  所 ： 〒671-2421 兵庫県姫路市安富町長野 405 

担当部門 ： 安富工場 技術グループ 

電  話 ： 0790-66-2285 

ファックス ： 0790-66-2378 
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１．製品名 タキロンＬ字アングル抗菌 

 

２．組成・成分情報 

２．１化学名  ：塩化ビニル樹脂組成物 

２．２成分及び含有量 

＜危険有害成分＞ 

成分名 CAS № 含有量％ 

既存/新規化学物質 

官報公示番号 
PRTR 法 

安衛法 

（第 57 条の 2） 

化審法 安衛法 種別番号 名称 含有量％ 番号 名称 

ＤＯＰ 117-81-7 22 3-1307 3-1307 1-355 

フタル酸ビ

ス 2-エチル

ヘキシル 

22 481 
フタル酸ビス 2-

エチルヘキシル 

酸化チタン 13463-67-7 1～2 1-558 1-558    191 酸化チタン 

 

＜他含有物＞ 

成分名 CAS № 含有量％ 

既存/新規化学物質 

官報公示番号 
PRTR 法 

安衛法 

（第 57 条の 2） 

化審法 安衛法 種別番号 名称 含有量％ 番号 名称 

ポリ塩化ビニル 9002-86-2 44～54 6-66 6-66 

非該当 炭酸カルシウム 471-34-1 20～30   

その他 企業秘密 1～5 企業秘密 企業秘密 

 
アスベスト 及び ホルムアルデヒド等の厚生労働省ガイドラインに基づくＶＯＣ対象１４物質の内、 
フタル酸ジ-2-エチルヘキシルを除く１３物質は原材料として使用しておりません。 

 

２．３単位重量  ：約０．２６ kg／本（２ｍ） 

 

３．有害性情報 

本製品は通常の取扱い方法（本来の使用形態）において、健康に害を及ぼすことはありません。 
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４．火災危険性及び消火方法 

本製品は通常の条件下では、着火または引火の危険性はありません。 

４.１ 燃焼時に発生するガス 

燃焼時条件により異なりますが、一酸化炭素、二酸化炭素、塩化水素、煙が発生します。 

４.２ 消火方法 

火元への燃焼源を断ち風上から消火剤を使用して消火してください。 

また、延焼の恐れのないよう散水して周辺建物などの冷却に努めてください。 

消火には水または炭酸ガス・泡・粉末等の消火器が使用できます。 

消火の際には状況に応じて自給式保護具及び完全保護具を着用してください。 

 

５．廃棄上の注意 

廃棄物の処理は知事の認可を受けた産業廃棄物処理業者に委託し、適切に処理をしてください。 

梱包材等も上記と同様に適切に処理してください。 

 

６．輸送上の注意 

本製品は、輸送に関する法令の危険物、安全表示規制には該当いたしません。 

梱包の破損がないことを確かめ、落下、損傷のないように積込み、荷崩れの防止を確実に行ってください。 

 

７．保管上の注意 

梱包を解かずに常温・常湿の室内の平坦な場所に保管し、荷崩れ防止に留意してください。 

使用場所により、防炎防火等の対象として「建築基準法」「消防法」の適用を受ける場合があります。 

 

８．適用法令 

建築基準法のホルムアルデヒド対策であるＦ☆☆☆☆などの等級表示については、告示対象建築材料で

はないため、全く規制を受けません。 

使用場所により、防炎防火等の対象として「建築基準法」「消防法」「高齢者、身体障害者等の公共交通機

関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律」の適用を受ける場合があります。 

 

９．その他 

記載内容は、発行時にて入手できた資料や情報に基づいて作成しておりますが、記載のデータや評価に

いかなる保証をなすものではありません。従って、実際の取扱い等においては、ここに記載した注意情

報を参考にして、充分な注意の上、取り扱ってください。 

本シートは製品の環境安全に関わる情報を提供するもので、性能品質を保証するものではありません。 

注意事項は通常の取扱い（本来の使用形態）を対象としたものです。 

本シートは新しい知見、及び試験等により改訂されることがあります。 

 

 


